
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

61S

コート

レクイエム

サイケデリック

人形

0

煉獄

11
占い

嫉妬

崩壊

孤独

オペレーター

ネクロマンサー

パートナー

幸運を占われた記憶。誰かが幸運を約束してくれた

どうしてみんな笑っているんだろう、幸せなんだろう

バンカー…僕たちの母船が崩壊した。僕はバンカーに戻っていなかったから、助かったけれど…そのあとの記憶があいまいだ。何が起こったのだろう。

この世界に生まれ落ちた時から、孤独だった。アンドロイドだから仕方がない。人間ではないのだから、家族はいない。任務も単独のものばかりで、僕たちS型はそれなりに仲良くやっていたけれど、でも孤独だった。さみしかった。誰かに寄り添えたらいいのに。9Sってやつがうらやましい。

「オペレーターさん！」あなたの脳内によみがえるのは、そう無邪気に誰かに話しかけている自分の声だ。いつも空に浮かぶ画面越しにしか話せなかった。時々任務のご褒美だと言って、彼女……そう、彼女は部屋にいろんなプレゼントを置いてくれていた。けれどあまりバンカー内では話せなかったのだ。 単独任務が多かった君にとって、ポッドはもちろん、時々君に語り掛けてくれるオペレーターの存在は、心の支えだった。癒しだった。その声は……なんだか目の前の彼女のそれによく似ているように思う。

ぼろぼろになった体を、べたべたと触られた。一人は、僕らの体は、おおむね問題ないと言った。一人は、なら十分と答えた。意識が消える寸前、針が見えた。注射器だ。何をするんだろうと思った。赤い液体が注がれる。体の中に。それを実行したのは、赤い髪の少年。それを実行させたのは、赤い髪の少女。意識を失う寸前、見た彼女の顔に浮かんでいたのは、大いなる探求心。その微笑む口元が、呟いた。「オヤスミナサイ、メガサメタラマタアオウネ？」

自分をずっとサポートしてくれていたオペレーター15O。一緒に、触れ合える距離で戦ってみたい。一緒に景色を見てみたい。君たちは、そんな願いを抱いていた――
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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RDJマニューバ一つ打ち消し

射撃攻撃判定に+1

射撃攻撃判定-1、コスト-1

防御1。何度も使える

支援か妨害1

妨害2。同対象に射撃攻撃1

2

1

肉弾攻撃１

最大行動値+1

最大行動値+1

対話判定において出目+1

射撃、砲撃のみ。支援２。

肉弾攻撃１

支援１

移動１

射撃攻撃2+連撃1

射撃攻撃1+爆発+全体攻撃

防御1

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

はらわた先輩。

支援1
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